
 

 
 

文部科学省より令和４年８月に示された「研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励に関するガ

イドライン」に基づき、公立小学校等においては、研修履歴を活用して、学校管理職等が各校の教

職員等に対して、対話による資質・能力の向上に向けた指導助言等を行います。 

ここでは、実施方法等についてのポイントを示します。（詳細は、実施要領を参照） 

（１）目的について 

研修履歴を活用することにより、教職員が自らの学びを振り返るとともに、学校管理職等が受

講奨励を含む適切な指導助言を通じて、教職員の効果的かつ主体的な資質・能力の向上を図るこ

とを目的としています。 

（２）校長等の管理職の役割について 

  校長等の管理職は、研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励を通じ、所属教職員の人材育成 

 に大きな責任と役割を担っています。その際、研修履歴を活用することにより、教職員が自らの 

学びを振り返るとともに、管理職等が研修の奨励を含む指導助言等を行うことで、効果的かつ主 

体的な資質・能力の向上を図ります。 

※高等学校、特別支援学校の校長には、三重県教育委員会が、小学校、中学校、義務教育学校

の校長には、所管する市町等教育委員会が受講奨励を行います。 

（３）対象となる教職員について 

公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校に勤務する校長、准校長、教

頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭 等 

（４）面談方法・時期について 

「指標」及び「教職員研修計画」をふまえ、今後どの分野の学びを深めるべきか、学校で果た 

すべき役割に応じてどのような学びが必要か等について、話し合います。 

 

【年度初め】（５月下旬までに実施）      【年度末】（２月上旬までに実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

対象者個人の職責・経験・適性に応じた
研修受講の奨励（情報提供や指導助言）を
行う。 
 
 
 
 
 
 
 

主体的に自らの学びをマネジメントし、
当該年度の目標設定を行う。 

対話 

校 長 

対象者 

     
当該年度の研修受講をふまえた、対象 

者個人の今後の資質・能力向上のための
指導助言を行う。 
 
 
 
 
 
 

自らの学びの成果や今後の課題などを 
振り返るとともに、次年度以降の資質・能
力向上に向けた目標設定を行う。 

対話 

対象者 

校 長 
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（５）留意事項について 

＜校長等の管理職＞ 

○十分に当該教職員の意向をくみ取りながら指導助言等を行ってください。 

○期待される水準の研修を受けているとは到底認められない場合等には、校長が職務命令とし

て研修を受講させることができます。 

＜対象となる教職員＞ 

○研修履歴自体や研修量の多寡そのものが評価されるものではありません。 

○研修を行った結果として、発揮した能力や挙げた業績については、人事評価の対象になりま

す。 

 

（６）研修履歴の記録について 

研修履歴の記録は、教職員が自身の学びを振り返りつつ、現状の把握と適切な目標設定を行 

うために必要不可欠であり、主体的で個別最適な学びを実現する上でのベースとなります。 

① 記録の範囲 

○情報提供や説明会に留まるものは記録の対象としません。 

   ○【自動】…県の研修講座受講システムを通じて受講終了の都度、自動的に記録されます。 

   ○任意記録研修のうち、市町等教育委員会が必須記録研修と定めるものは、必ず記録する必

要があります。 

 

必須記録研修（必ず記録する必要がある研修） 

 ⅰ）三重県総合教育センター（三重県教育委員会事務局研修企画・支援課、研修推進課） 

が実施する研修【自動】 

 ⅱ）新教育大学等大学院教員派遣、大学等教員長期派遣【自動】 

 ⅲ）大学院修学休業により履修した大学院の課程等【自動】 

 ⅳ）教員等中央研修、独立行政法人教職員支援機構及び独立行政法人国立特別支援教育総

合研究所が実施する研修【自動】 

ⅴ）三重県総合教育センター以外の県教育委員会事務局の各課が実施する研修 

※研修講座の内容等については、各担当課へお問い合わせください。 

ⅵ）三重県教育委員会が開設する免許法認定講習及び認定通信教育による単位の修得 

任意記録研修（必要に応じて記録する研修） 

 ⅶ）ネットDE 研修（三重県総合教育センターが実施するオンデマンド型研修）【自動】等 

ⅷ）研究大会（三重県人権・同和教育研究大会等）、教科研究会（三重県高等学校英語教

育研究会等）における研修・研究、市町等教育委員会主催の教職員研修等 

ⅸ）学校現場で行われる校内研修・研究等 

ⅹ）教職員が自主的に参加する研修等 

2



② 記録方法 

研修履歴の記録の作成は、「教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律」 

（以下、改正法という。）の施行日（令和５年４月1 日）以後に受講する研修等について適用

することとします。 

   ア 自動的に記録（５ページで【自動】と記載のある研修） 

○自動的に８ページ【図１】のように記録されます。 

○初任者研修や中堅教諭等資質向上研修等の悉皆研修の選択研修、社会体験研修、初任者

研修の校内研修は自動的に記録されません。初任者研修や中堅教諭等資質向上研修等の

悉皆研修は、その実施要項に示される「報告書」等、別途提出物があります。ただし、

それらが研修履歴へ自動的に記録される訳ではありません。 
○講座に対する「振り返り・気づき等」（８ページ【図１】参照）は各自、任意で入力して

ください。 

イ 教員個人が記録  

受講する研修の実施要領等を参照し、適切な時期に各自で必要事項を記録（入力）してく

ださい。（入力方法は８ページ） 

③ 記録管理 

   ○県の研修講座受講システムでは、現職教員の退職までの研修履歴の記録がデータ保存され

ます。 

○研修履歴の記録は、その対象となる教員に係る個人情報に該当するもので、適正に取り扱

う必要があります。 

○記録すること自体が目的化したり過度な負担となったりしないよう、記録の簡素化に留意

してください。 
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